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度で予報が出せるかどうかは別の問題一その時点におけ

る技術の問題一である），SN比の季節変化が大きいこ

とは統計的手法であれ，力学的手法であれ，長期予報技

術を開発する際，各季節を通して一様に高いスキルを持

つ手法を持つことは不可能であることを示唆する．

　気候ノイズの推定法はいろいろ提案されているが，

Shukla（1984）はMadden（1981）の方法ではノイズを過

大評価している可能性があると指摘した．山元等（1985）

は独自の方法で日本の月平均気温の気候ノイズを推定し

た．彼らが北海道の各地点について計算した気候ノイズ

（星合，1985）と本調査の結果とを比較したところ，本

調査結果の方が平均して0．1～0．3。C大きかった．SN

比を計算する際，平均気温の分散や気候ノイズが大きい

場合にはこうしたノイズの推定誤差の影響は無視できる

かも知れないが，日本の春から秋のように月平均気温の

分散や気候ノイズが小さい季節には，この影響が大ぎく

出る可能性も否定できない．したがって，西日本のSN

比が春に極端に小さいのは，気候ノイズの過大評価の影

響も含まれているかもしれない．これについては更に詳

しい調査が必要と思われる．
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